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○
課
税
方
式
の
変
更

昨
年
度
ま
で
の
４
方
式
課
税

〔
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・

平
等
割
〕
か
ら
「
資
産
割
」
を
除

い
た
３
方
式
課
税
に
変
わ
り
ま
す
。

○
軽
減
割
合
の
維
持

昨
年
度
の
税
率
改
正
に
あ
わ

せ
、
一
定
所
得
ま
で
達
し
な
い
世

帯
へ
の
軽
減
措
置
の
割
合
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
以
降
も

そ
の
割
合
が
維
持
で
き
る
よ
う
税

率
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

◆平成20年度国民健康保険税率

所得割

資産割

均等割

平等割

限度額

区　分

医　療　分 後期高齢者支援金分（新設） 介護納付金分

新税率（H20） 旧税率（H19） 新税率（H20） 旧税率（H19） 新税率（H20） 旧税率（H19）

5.5％

0％

22,800円

21,000円

440,000円

9.0％

25.0％

30,000円

34,000円

560,000円

2.6％

0％

9,000円

8,400円

120,000円

0％

0％

0円

0円

0円

1.55％

0％

8,000円

6,000円

90,000円

1.45％

6.0％

8,000 円

6,000 円

90,000 円

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
す
る
「
長
寿
医
療
制

度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
は
、

こ
の
新
た
な
医
療
制
度
を
支
援
す
る
た
め
に
、
現
在
、「
医
療
分
」
及
び

「
介
護
納
付
金
分
」
と
し
て
賦
課
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
に
「
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
」
を
新
設
し
、「
長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
）」
の
財
源
の
一
翼
を
担
う
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、
税
率
の
改
正
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ま
の
相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
に

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
、
納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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◆ １世帯当たり平均額

旧税率

新税率

比　較

区　分 医　療　分 後期高齢者支援金分 介護納付金分 計

211,404 円 

132,883 円 

▲78,521 円 

０円 

５３，２１１円 

５３，２１１円 

３６，９０１円 

３５，２６０円 

▲ １，６４１円 

２４８，３０５円 

２２１，３５４円 

▲ ２６，９５１円 

下記の所得以外の世帯

所得が３３万円以下の世帯

所得が３３万円＋(被保険者数－１)×２４．５万円以下の世帯

所得が３３万円＋(被保険者数×３５万円)以下の世帯

前年の所得状況
賦　課　額

区　分

軽減なし

７割軽減

５割軽減

２割軽減

２２，８００円

６，８４０円

１１，４００円

１８，２４０円

２１，０００円

６，３００円

１０，５００円

１６，８００円

※平成 19 年分の所得が確定していないため、税率試算時の見込みの金額となります。

◆ 軽減割合（この表は、新税率の医療分のみを例としています。）

◆問合せ先　住民課　総合窓口担当☎675̶8100、または税務担当☎675－8103

均等割 平等割

４
月
27
日
、
町
制
50
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
町
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
に

よ
る「
行
く
よ
！
先
輩
　
ほ
い
き
た
！
後
輩
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
第
２
テ
レ
ビ
番
組
）
の
公
開

録
画
が
町
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
番
組
は
、
地
域
の
話
題
や
人
々
を

「
先
輩
・
後
輩
」
と
い
う
切
り
口
で
紹
介
し
、

町
の
魅
力
や
人
と
人
の
結
び
つ
き
の
素
晴
ら

し
さ
な
ど
を
紹
介
す
る
内
容
。
当
日
会
場
に

は
約
７
０
０
人
の
観
覧
者
が
来
場
し
、
司
会

者
に
タ
レ
ン
ト
の
松
本
明
子
さ
ん
、
ゲ
ス
ト

に
歌
手
の
川
中
美
幸
さ
ん
と
手
品
師
で
タ
レ

ン
ト
の
マ
ギ
ー
審
司
さ
ん
を
迎
え
て
、
楽
し

く
収
録
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
先
輩
・
後
輩
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
安

住
神
社
・
禰
宜

ね

ぎ

の
荒
井
清
律
き
よ
の
り

さ
ん
と
巫
女
の

横
田
朱
里

じ
ゅ
り

さ
ん
、「
高
根
沢
も
の
つ
く
り
会
」

の
直
井
昭
治

し
ょ
う
じ

さ
ん
と
荒
井
晴
美

は
る
み

さ
ん
、「
中

郷
餅
つ
き
隊
」
の
田
代
正
行

ま
さ
ゆ
き

さ
ん
と
加
藤

昭
志

し
ょ
う
し

さ
ん
、
子
ど
も
よ
さ
こ
い
「
舞
ま
い

k
i
d,
s
」
の
子
ど
も
た
ち
30
人
と
指
導
者

の
藤
原
栄え

い

子こ

さ
ん
の
４
組
が
出
演
。

２
組
目
に
登
場
し
た
「
高
根
沢
も
の
つ
く

り
会
」
の
直
井
さ
ん
は
、
開
発
し
た
鮎
焼
き

機
の
操
作
法
を
紹
介
す
る
中
で
の
一
言
が
、

出
演
者
の
笑
い
の
ツ
ボ
を
つ
き
会
場
も
爆
笑

に
包
ま
れ
大
盛
り
上
が
り
。
ま
た
、
最
後
に

登
場
し
た
子
ど
も
よ
さ
こ
い
の
「
舞
ま
い

k
i
d,
s
」
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
息
の
合
っ
た
見
事
な
踊
り
を
披
露
。

小
さ
い
体
で
一
生
懸
命
に
踊
る
姿
に
声
援
と

拍
手
が
送
ら
れ
る
な
ど
、
終
始
笑
顔
の
絶
え

な
い
収
録
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
番
組
の
放
送
予
定
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
日
時

６
月
７
日
（
土
）18

時
〜
18
時
53
分

◆
チ
ャ
ン
ネ
ル

Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
第
２
テ
レ
ビ

◆
番
組
名

「
行
く
よ
！
先
輩
　
ほ
い
き
た
！
後
輩
」

本
町
の
魅
力
を
紹
介
す
る
番
組
が
６
月
７
日
（
土
）
に
放
映

〜
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
「
行
く
よ
！
先
輩
　
ほ
い
き
た
！
後
輩
」
〜



１．

今
月
中
旬
に
平
成
20
年
度
分
住
民
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

住
民
税
を
ご
自
身
で
納
付
さ
れ
る
方
（
主
に
、

自
営
業
や
農
業
を
さ
れ
て
い
る
方
・
年
金
所
得

者
な
ど
）
に
対
し
て
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま

す
。
な
お
、
会
社
勤
め
の
方
（
給
与
所
得
者
）

は
勤
務
先
か
ら
税
額
通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◆
改
正
点
①

と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

「
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
」
は
、

私
た
ち
に
大
切
な
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
森
林

を
県
民
全
体
の
環
境
資
源
と
し
て
と
ら
え
、
健

全
な
姿
で
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

の
事
業
に
要
す
る
経
費
を
確
保
す
る
た
め
に
導

入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
納
税
者
は
、
県
内
に
住

所
・
家
屋
敷
等
を
有
す
る
個
人
と
県
内
に
事
務

所
等
を
有
す
る
法
人
等
で

す
。
個
人
の
方
は
、
こ
れ

ま
で
の
県
民
税
均
等
割
に

７
０
０
円
加
算
し
、
次
表

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２．

税
源
移
譲
時
の
年
度
間
の
所
得
変
動
に

係
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
（
平
成
19
年

度
分
の
住
民
税
に
適
用
）

国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
住
民
税
）
へ
の

税
源
移
譲
に
よ
り
、
多
く
の
方
は
平
成
19
年
度

分
の
住
民
税
が
上
が
り
平
成
19
年
分
の
所
得
税

が
下
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
18
年
分
の
所
得
税
は
か
か
っ

て
い
た
け
れ
ど
も
、
平
成
19
年
中
は
所
得
が
大

き
く
下
が
り
平
成
19
年
分
の
所
得
税
が
か
か
ら

な
か
っ
た
方
は
、
所
得
税
の
税
負
担
の
軽
減
の

影
響
は
受
け
ず
に
住
民
税
の
税
負
担
の
増
加
の

影
響
の
み
を
受
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
の
平
成
18
年
中
と
平
成
19
年

中
の
所
得
の
変
動
に
伴
う
負
担
増
を
調
整
す
る

た
め
に
、
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
対
象
者
‥
①
と
②
を
満
た
す
方

①
平
成
19
年
度
住
民
税
の
課
税
標
準
額
（
申
告

分
離
課
税
分
を
除
く
）
が
、
所
得
税
と
の
人

的
控
除
額
の
差
の
合
計
額
を
上
回
る
方

②
平
成
20
年
度
住
民
税
の
課
税
標
準
額
（
申
告
分

離
課
税
分
を
含
む
）
が
、
所
得
税
と
の
人
的
控
除

額
の
差
の
合
計
額
と
同
等
、
ま
た
は
下
回
る
方

※
課
税
標
準
額
は
、
所
得
金
額
か
ら
所
得
控
除

額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
い
い
ま
す
。

◆
改
正
点
②

65
歳
以
上
（
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
65

歳
に
達
し
て
い
る
）
で
、
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に
対
す
る
住

民
税
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
と
ら
れ
て
い
た
経
過
措
置
が
終
了
し
ま

し
た
。
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均
等
割
（
町
民

税
＋
県
民
税
）

県
民
税
均
等
割

町
民
税
均
等
割

個
人
の
均
等
割

４，

０
０
０
円

１，

０
０
０
円

３，

０
０
０
円

平
成
19
年
度
分

４，

７
０
０
円

１，

７
０
０
円

３，

０
０
０
円

平
成
20
年
度
分

経
過
措
置

課
税
年
度

税
額
の

３
分
の
２
を

減
額

平
成
18
年
度

税
額
の

３
分
の
１
を

減
額

平
成
19
年
度

減
額
措
置

な
し

平
成
20
年
度

住
民
税
の
お
知
ら
せ
で
す
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◆
受
験
資
格

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方

◆
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

◆
申
込
受
付
期
間

６
月
24
日
（
火
）
〜
７
月
１
日
（
火
）

（
申
込
書
を
持
参
す
る
場
合
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

◆
申
込
み
先

第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院
各
地

方
事
務
局
。
な
お
、
関
東
信
越
国
税
局
管
内
の
試
験
地

を
管
轄
す
る
地
方
事
務
局
は
、
人
事
院
関
東
事
務
局

†
０
４
８
―
７
４
０
―
２
０
０
６
（
〒
３
３
０
―
９
７

１
２
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
１
―
１

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
１
号
館
）

◆
試
験
日
と
試
験
種
目

○
第
１
次
試
験
　

９
月
７
日（
日
）教
養
試
験
、
適
正
試
験
及
び
作
文
試
験

○
第
２
次
試
験
　

10
月
16
日
（
木
）
〜
23
日
（
木
）
人
物
試
験
及
び
身
体

検
査
（
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
）

◆
合
格
者
発
表
日

○
第
１
次
試
験
発
表
　
10
月
９
日
（
木
）

○
第
２
次
試
験
発
表
　
11
月
13
日
（
木
）

◆
申
込
書
の
請
求
先
・
問
合
せ
先

①
氏
家
税
務
署
　
総
務
課

†
６
８
２
―
３
３
１
１
（
〒

３
２
９
―
１
３
９
３
　
さ
く
ら
市
氏
家
２
４
３
１
―
１
）

②
関
東
信
越
国
税
局
　
人
事
第
二
課
　
試
験
係

†
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１
　
内
線
２
０
９
５
、
２
０
９
７

（
〒
３
３
０
―
９
７
１
９
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区

新
都
心
１
―
１
）

税
務
職
員（
Ⅲ
種
）採
用
試
験

平
成
20
年
路
線
価
図
等
の
閲
覧

相
続
税
・
贈
与
税
の
土
地
な
ど
の
評
価
に
用
い
る
平
成

20
年
分
の
路
線
価
図
等
の
閲
覧
は
、
７
月
１
日
（
火
）
か

ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
国
税
局
・
税
務
署
で
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
閲
覧
で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
路
線
価
図
等
の
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
全
国
の
過
去
３
年
分
の
路
線
価
図
等
が
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

路
線
価
図
等
は
、
ご
自
宅
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
閲
覧
で
き
ま
す
。

国
税
局
・
税
務
署
で
は
、
Ｉ
Ｔ
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
進
め
て
お
り
、
本
年
か
ら
は
路
線
価
図
等
（
冊
子
）
を

備
え
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ま
た
、
混
雑
時
は
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先
　
氏
家
税
務
署
　
総
務
課†

６
８
２
―
３
３
１
１

平
成
20
年
度
の
自
動
車
税
は
６
月
２
日
が
納
期
限
で
し

た
。
お
忘
れ
に
な
っ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
至
急
納
税

し
て
く
だ
さ
い
。
納
税
さ
れ
な
い
と
督
促
状
が
送
付
さ
れ
、

延
滞
金
も
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
督
促
状
を
発
し
て
か
ら
10
日
を
経
過
し
て
も
完

納
さ
れ
な
い
場
合
、
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
先
　
矢
板
県
税
事
務
所
　
収
税
課

†
０
２
８
７
―
４
３
―
２
１
７
１

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
の
自
動
車
税

※
人
的
控
除
額
は
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
で
す
。
例
え
ば
、
基
礎
控
除

は
所
得
税
で
は
38
万
円
で
す
が
住
民
税
で
は

33
万
円
で
、
そ
の
差
は
５
万
円
あ
り
ま
す
。

◆
該
当
す
る
方
は

既
に
納
付
済
み
の
平
成
19
年
度
分
の
住
民
税
額
か

ら
、
税
源
移
譲
に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当

額
を
還
付
し
ま
す
。
所
得
変
動
に
伴
う
住
民
税
の
還

付
を
受
け
る
た
め
に
は
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
告
方
法
は
、
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
住
ん

で
い
た
市
区
町
村
へ
「
平
成
19
年
度
分
市
町
村
民

税
道
府
県
民
税
減
額
申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
申
告
期
間
は
、
７
月
１

日
（
火
）
か
ら
７
月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

申
告
書
は
、
町
住
民
課
税
務
担
当
窓
口
に
て

配
布
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.takanezaw

a.tochigi.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
該
当
す
る
方
に
は
６
月
30
日（
月
）
ま

で
に
通
知
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

◆
問
合
せ
先
　

町
住
民
課
　
税
務
担
当
　
†
６
７
５
―
８
１
０
３

と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
に
つ
い
て

○
税
の
使
い
道
に
関
す
る
こ
と

矢
板
県
税
事
務
所
　
†
０
２
８
７
―
４
３
―
０
４
２
７

○
税
の
仕
組
み
に
関
す
る
こ
と

矢
板
県
税
事
務
所
　
†
０
２
８
７
―
４
３
―
２
１
７
１
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１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
27
28
29
30

山の下、宿、石沼
吹上、木内、やなぜ
めぐりや、般若塚
西 根
金 井
栗 ヶ 島
寺 渡 戸
西 高 谷
西 下
西 上
東 上
東 下
仁 井 田
東 高 谷
上 太 田
中 郷
太 田
桑 窪
上 柏 崎
亀 梨
中 柏 崎
下 柏 崎
飯 室
文 挾
伏 久
上 阿 久 津 中 妻
中 阿 久 津 東
中 台

箕　輪　公　道
鈴　木　悦　夫
朝　倉　太三郎
齋　藤　耕　一
齋　藤　　　隆
加　藤　正　秋
山　本　喜　昭
菅　又　功　雄
笠　松　信　行
関　根　幸　雄
岡　本　佳　久
赤　羽　宏　一
坪　山　明　弘
笠　倉　正　矩
伊　藤　誠　一
加　藤　　　章
黒　崎　正　芳
平　山　　　修
古　口　芳　治
古　口　良　雄
矢　口　武　一
古　口　　　孝
田　嶋　幸　一
小　野　准　一
菊　地　正　昭
橋　信　夫

見　目　光　央
小　池　忠　夫　

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14

上 高 南 部
上 高 中 部
西 根
金 井
栗 ヶ 島
寺 渡 戸
西 高 谷
西 下
西 上
東 上
東 下
仁 井 田
東 高 谷
上 太 田

藤　田　吉　男
高　瀬　英　男
小　嶋　浩　一
阿久津　裕　一
小　川　喜久男
山　本　景　一
小　堀　哲　郎
笠　松　信　行
齋　藤　悦　男
岡　本　佳　久
加　藤　正　幸
田　口　悦　夫
平　野　見　一
三ツ井　政　訓

箕　輪　公　道
鈴　木　悦　夫
朝　倉　太三郎
齋　藤　耕　一
齋　藤　　　隆
小　川　正　澄
戸井田　文　夫
小　堀　哲　郎
荒　井　家　孝
奥　畑　賢　一
岡　本　正　範
佐　藤　敏　一
伴　　　紀　男
村　上　憲　二
宇　塚　孝　之
加　藤　　　章
坂　元　輝　之
齋　藤　雅　人
村　上　　　旭
古　口　良　雄
矢　口　信　夫
河　又　正　雄
芝　　　正　義
齋　藤　芳　司
鈴　木　良　一
橋　信　夫

見　目　光　央
小　池　忠　夫

平　野　光　義
大　橋　　　勉
阿久井　敏　男
笹　沼　憲　章
篠　江　耕　一
富　川　信　一
若　色　幸　男
澁　谷　宏　允
滝　　　智　宏
矢田部　公　一
綱　川　和　夫
横　田　幸　士
五月女　　　晃
木　村　正　弘
加　藤　晴　一
石　塚　利　男
石　川　勝　男
野　中　英　夫
小　林　昌　夫
本　多　茂　夫
鈴　木　正　人
熱　海　　　宏
野　中　一　男
鈴　木　孝　延
落　合　英　昭
石　塚　　　薫
田　渕　　　聡

齋　藤　富士夫
大　橋　　　勉
阿久井　敏　男
笹　沼　憲　章
篠　江　耕　一
富　川　信　一
若　色　幸　男
鈴　木　弘　幸
滝　　　智　宏
矢田部　公　一
綱　川　和　夫
加　藤　貞　夫
五月女　　　晃
木　村　正　弘
加　藤　晴　一
石　塚　利　男
石　川　勝　男
野　中　英　夫
小　林　昌　夫
本　多　茂　夫
中　村　憲　一
熱　海　　　宏
加　藤　征　勝
鈴　木　孝　延
小　池　　　健
河　内　繁　雄
熊　谷　光　信

石 神 、さぎのや
東

宮 下
関 場
西 大 谷
天 沼
笹 原
向 原

宿
原

柳 林
籠 関
赤 堀
天 神 坂
西 町
宝 積 寺 中
宝 積 寺 上
中 阿 久 津 西
台 の 原
宝 積 寺 下
御 料 牧 場
東 町 北 区
東 町 中 区
東 町 南 区
光 陽 台
宝 石 台
フローラルアベニュー

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
47
48
49
50
52
53
54
55
56
57
58
59

区 区　　域 区 長 氏 名 保健委員氏名 区　　域 区 長 氏 名 保健委員氏名区

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

中 郷
太 田
桑 窪
台 新 田
柏 崎
飯 室
文 挾
伏 久
中 妻
中 阿 久 津
中 台
宝 積 寺
大 谷
笹 原

飯　山　　　眞
岩　松　昌　行
吉　葉　芳　弘
小　池　栄　次
鈴　木　保　夫
小　島　一　郎
金　氏　弘　雄
篠　　　光　政
増　渕　清　一
野　中　照　雄
加　藤　悦　夫
落　合　清　一
添　田　輝　雄
根　岸　孝　行

29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42

向 原
宿
原

柳 林
籠 関
赤 堀
天 神 坂
西 町
東 町 北 区
東 町 中 区
東 町 南 区
光 陽 台
宝 石 台
フローラルアベニュー

増　渕　　　博
江　連　　　弘
矢田部　公　一
綱　川　和　夫
加　藤　貞　夫
五月女　　　貴
木　村　正　弘
川　又　　　好
林　　　要　作
野　中　良　雄
小　堀　輝　夫
仲　田　康　生
田　辺　順　也
宮　秀　治

区 組　合　名 組 合 長 名 区 組　合　名 組 合 長 名 区 組　合　名 組 合 長 名

区長及び保健委員

公民館長

町行政区長・保健委員・公民館長・
農事組合長をご紹介します（敬称略）
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１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
12
13
14
15
16

上 高 南 部
上 高 中 部
上 高 東 部
西 根
金 井
栗 ヶ 島
寺 渡 戸
西 高 谷
西 下
西 上
東 上
東 下
仁 井 田
東 高 谷
上 太 田

阿久津　秀　男
鈴　木　文　治
佐　藤　正　一
阿久津　一　郎
平　野　秀　雄
矢　野　勝　正
岩　原　孝　男
鈴　木　芳　典
小　池　正　司
鈴　木　秀　夫
石　塚　哲　夫
赤　羽　喜代三
斎　藤　伸　夫
関　口　　　忠
加　藤　一　男

区 組合名 組 合 長 名

17
18
19

20・21
22・23
24
25
27
28

29・30
31
32
33
34
35

中 郷
太 田
桑 窪
台 新 田
柏 崎
飯 室
文 挾
伏 久
中 妻
中 東 台
石神、さぎのや
東

宮 下
関 場
西 大 谷

大　山　　　孝
小　松　清　彦
齋　藤　和　也
小　池　正　二
鈴　木　恭　司
冨　田　　　均
小　林　仁　一
篠　　　一　美
増　淵　道　夫
野　中　　　守
齋　藤　弘　一
大　橋　　　勉
黒　内　安　男
鈴　木　康　久
阿久津　直　久

区 組合名 組 合 長 名

36
37
38
39
40
41
42
43
47
48
49
50
52

45・54・55・56

天 沼
笹 原
向 原
宿
原

柳 林
籠 関
赤 堀
宝 中
宝 上
中 西
台 の 原
宝 下
西町、東町

鈴　木　　　功
鈴　木　光　三
鈴　木　弘　幸
根　岸　和　彦
加　藤　智　久
山　　　武　夫
野　口　定　男
荻　原　卓　朗
小　堀　良　三
菊　地　重　光
野　中　一　克
平　野　明　夫
齋　藤　正　一
山　　　英　男

区 組合名 組 合 長 名

農事組合長

「
振
り
込
め
詐
欺
（
恐
喝
）」
と

は
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺

（
恐
喝
）」、「
架
空
請
求
詐
欺
（
恐

喝
）」、「
融
資
保
証
金
詐
欺
」
の
総

称
で
す
。

１．
オ
レ
オ
レ
詐
欺
（
恐
喝
）

オ
レ
オ
レ
詐
欺
は
、
息
子
な
ど
家

族
に
な
り
す
ま
す
典
型
的
な
も
の
だ

け
で
な
く
、
警
察
官
や
弁
護
士
、
保

険
会
社
な
ど
を
装
っ
て
事
件
や
事
故

の
示
談
金
を
要
求
し
た
り
、「
子
ど

も
を
誘
拐
し
た
」
な
ど
と
相
手
を
脅

し
た
り
し
て
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
息
子
を
装
っ

て
電
話
を
か
け
、「
電
話
番
号
が
変

わ
っ
た
」
な
ど
と
嘘
の
連
絡
先
を
教

え
て
お
き
、
改
め
て
現
金
の
振
り
込

み
を
要
求
す
る
な
ど
手
口
は
ま
す
ま

す
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

２．
架
空
請
求
詐
欺
（
恐
喝
）

架
空
請
求
詐
欺
は
、
身
に
覚
え
の

な
い
架
空
の
料
金
を
請
求
す
る
ハ
ガ

キ
や
電
子
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
、
現

金
を
振
り
込
ま
せ
る
も
の
で
、
多
く

は
「
支
払
わ
な
け
れ
ば
取
り
立
て
に

い
く
。
裁
判
を
起
こ
す
」
な
ど
と
い

っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

名
目
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
が
、
中
に
は
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
架
空
工
事
費
を
請
求
す

る
内
容
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

３．
融
資
保
証
金
詐
欺

融
資
保
証
金
詐
欺
は
、「
お
金
を

融
資
す
る
」
と
い
う
内
容
の
電
話
を

か
け
て
き
た
り
、
融
資
を
勧
誘
す
る

ハ
ガ
キ
や
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

き
た
り
す
る
も
の
で
、
有
利
な
条
件

を
色
々
と
示
し
た
う
え
で
、「
融
資

す
る
前
に
」
保
証
金
や
登
録
料
が
必

要
だ
と
言
っ
て
現
金
を
振
り
込
ま
せ

ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
定
形
小
包
郵

便
（
エ
ク
ス
パ
ッ
ク
）
な
ど
を
使
わ

せ
て
、
現
金
を
直
接
送
ら
せ
よ
う
と

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

さ
く
ら
警
察
署
管
内
に
お
い
て

も
、
身
内
の
借
金
の
返
済
を
し
て
く

れ
等
と
電
話
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
管

内
の
金
融
機
関
か
ら
入
金
し
よ
う
と

し
た
顧
客
の
様
子
に
、
異
変
を
感
じ

た
窓
口
係
員
が
声
を
か
け
、
振
込
み

詐
欺
の
被
害
を
未
然
に
防
い
だ
事
案

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
、
お
金
を
要
求
す
る
突
然

の
電
話
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
、

う
ま
い
融
資
話
が
あ
っ
て
も
、
あ
わ

て
た
り
、
安
易
に
考
え
た
り
せ
ず
、

ま
ず
「
詐
欺
か
も
し
れ
な
い
」
と
い

う
疑
い
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
自
分
一
人
だ
け
で
判
断

し
て
、
す
ぐ
に
現
金
を
振
り
込
ん
だ

り
せ
ず
、
家
族
や
知
人
、
地
域
の
相

談
窓
口
、
警
察
な
ど
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
を
見
抜

き
、
決
し
て
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ
先

さ
く
ら
警
察
署
　
生
活
安
全
課

1
６
８
２
│
０
１
１
０

「
振
り
込
め
詐
欺
（
恐
喝
）

被
害
の
防
止
に
つ
い
て
」

さ
く
ら
警
察
署
よ
り
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家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
の

購
入
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
を
促
進
す
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
助
成
対
象

町
内
に
在
住
の
方
で
、
機
械
式
生
ご
み
処
理

機
、
ま
た
は
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
を
購
入
し
た
方

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
を
忘
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

わが国で唯一、国の特別史跡・特別天然記念物の二重指定を受けた

貴重な文化遺産である日光杉並木街道の重要性と保護の必要性の理解

を深めていただくため、日光杉並木街道の清掃活動を行います。

◆場　　所 日光市役所（旧今市市役所）集合解散

付近の日光杉並木街道

◆日　　時 ７月19日（土） ９時30分～12時

◆募集人数 350人

◆申込み方法 ハガキ、FAX、Ｅメールで氏名・住所・年齢・電話番

号を明記のうえ、お申込みください。なお、グループ

の場合は、代表者を明記し、参加者全員分の氏名・住

所・年齢・電話番号を記載してください。

◆申込締切 ７月８日（火）

◆申込み・問合せ先

（財）日光杉並木保護財団「日光杉並木街道クリーン作戦」係

〒320－8501 宇都宮市塙田１－１－20文化財課内

†623－3460 Fax623－3426

Ｅメール　bunkazai@pref.tochigi.lg.jp

栃木県ホームページの文化財関係〔文化財保護「とちぎの文化財」

（http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/bunkazai）〕において詳細を

ご覧になれます。

職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き
、
や
め
た
と
き
な
ど

は
、
国
保
の
加
入
や
脱
退
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
・
職
場
の
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
・
被
扶
養
者
で
な

く
な
っ
た
証
明
書
を
職
場
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い
た
健

康
保
険
で
発
行
し
て
も
ら
い
、
町
住
民
課
総
合
窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
族
で
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
い
る
場
合
は
、
国

保
の
保
険
証
が
必
要
で
す
。

国
保
を
や
め
る
と
き

職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き
・
職
場
の
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

国
保
の
保
険
証
と
職
場
の
保
険
証
（
コ
ピ
ー
可
）
を
お

持
ち
の
う
え
、
町
住
民
課
総
合
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

加
入
や
、
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と

加
入
は
、
国
保
に
加
入
す
る
前
の
健
康
保
険
を
や
め
た

時
に
遡
っ
て
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
保
税
も

遡
っ
て
納
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
悪
質
な
場
合
は
国
保
で

受
け
ら
れ
る
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

〔

〕

〔

〕
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◆
助
成
金
額

１
台
あ
た
り
の
購
入
費
（
税
抜
き
金
額
）
の

２
分
の
１
以
内
。
上
限
は
１
万
円
で
す
。

◆
申
請
期
間

購
入
日
か
ら
６
ヶ
月
以
内

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
領
収
書
（
生
ご
み
処
理
機
器
の
領
収
書
で
あ
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
も
の
。
レ
シ
ー
ト
は
不
可
）

・
生
ご
み
処
理
機
の
場
合
は
、
保
証
書
の
写
し

・
印
鑑

・
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の
（
助
成
金
は
口
座
振
込
と
な
り

ま
す
）

◆
問
合
せ
先
　
町
環
境
課

†
６
７
５
―
８
１
０
９

『
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
融
資
制
度
』
の
ご
案
内

地
球
に
や
さ
し
い
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
当
シ
ス
テ
ム

の
設
置
に
必
要
な
資
金
を
低
利
で
融
資
し
て
い
ま
す
。

◆
資
金
を
利
用
で
き
る
方

○
県
内
居
住
の
方
（
県
内
居
住
予
定
の
方
を
含
む
）

○
お
申
込
み
ご
本
人
、
ま
た
は
同
居
の
ご
家
族
の
所
有
で
あ

る
ご
自
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事
に
着
手
し
て
い
な
い

方
（
当
シ
ス
テ
ム
付
き
の
建
売
住
宅
を
購
入
す
る
場
合
は

対
象
に
な
り
ま
す
）

○
県
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◆
融
資
限
度
額

２
０
０
万
円

◆
融
資
利
率

年
1.7
％

※
取
扱
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
、
別

途
保
証
会
社
の
保
証
料
が
か
か
り

ま
す
。

◆
償
還
期
間

10
年
以
内

◆
問
合
せ
先

栃
木
県
環
境
森
林
部
環
境
森
林
政
策
課

地
球
温
暖
化
対
策
室
　
†
６
２
３
―
３
１
８
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.pref.tochigi.jp/eco/kankyou/

ondanka/yushi.htm
l

『相談事例から学ぶ住まいのトラブル対策』講習会
参加者募集

◆内　容
「相談事例から学ぶ住まいのトラブル対策について」
住宅を巡る相談の現状と事例、その解決方法等について解

説します。

◆日　時 ７月４日（金） 14時～16時

◆場　所 栃木県総合文化センター　第１会議室
（宇都宮市本町１－８）

◆講　師 工　藤　忠　良　氏
（財）住宅リフォーム・紛争処理支援センター

住宅紛争処理支援センター　センター長

◆参加料 無料

◆主　催 栃木県、栃木県豊かな住まいづくり協議会

◆申込締切 ６月27日（金）

◆申込み・問合せ先
栃木県県土整備部住宅課　企画支援担当

†６２３－２４８３

どなたでも参加できます。お気軽にお申込みください。

や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
国
保
税
は
ず
っ
と
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
国
保
の
保
険
証
が
手
元
に
あ

る
た
め
、
う
っ
か
り
使
っ
て
し
ま
う
と
、
国
保
が
負
担
し

た
医
療
費
は
、
あ
と
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

国
民
年
金
の
加
入
は
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

国
保
の
加
入
と
同
時
に
国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
も
で

き
ま
す
。

た
だ
し
、
職
場
を
や
め
健
康
保
険
は
職
場
の
任
意
継
続

の
保
険
に
加
入
し
た
方
で
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
が
別
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

町
住
民
課
　
総
合
窓
口
担
当

†
６
７
５
―
８
１
０
０
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故
黒
内
四し

郎ろ
う

さ
ん
（
大
谷
）
に

旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

黒
内
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
か
ら

平
成
10
年
ま
で
の
５
期
20
年
に
わ

た
り
、
高
根
沢
町
議
会
議
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

在
職
中
は
、
議
長
、
副
議
長
を

は
じ
め
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員

長
、
教
育
社
会
常
任
委
員
会
副
委

員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員

長
、
生
活
福
祉
常
任
委
員
会
副
委

員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
地
方
自
治

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

叙
　
　
勲

４
月
29
日
、
春
の
叙
勲
で
小

川
卓た

く

見み

さ
ん
（
宝
積
寺
）
が
瑞

宝
単
光
章
を
、
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
で
山
田
隆た

か
し
さ
ん
（
宝
石

台
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
そ
れ
ぞ

れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

小
川
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
宮

内
庁
に
入
庁
し
、
当
時
千
葉
県

成
田
市
に
あ
っ
た
御
料
牧
場
に

勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
42
年

に
総
理
府
技
官
と
な
っ
た
後
、

昭
和
44
年
に
御
料
牧
場
が
移
転

す
る
の
に
伴
い
、
小
川
さ
ん
も
本

町
へ
。
平
成
10
年
に
農
産
課
職

長
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
38

年
間
、
牧
場
敷
地
内
の
樹
木
等

の
管
理
や
飼
料
生
産
な
ど
の
業

務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

「
仕
事
は
楽
し
か
っ
た
」
と
語

る
小
川
さ
ん
は
、
受
章
の
喜
び
に

加
え
て
「
夫
婦
と
も
に
健
康
で
、

一
緒
に
叙
勲
伝
達
式
と
天
皇
陛

下
へ
の
拝
謁
式
に
出
席
で
き
た

こ
と
が
幸
せ
で
し
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

山
田
さ
ん
は
、
昭
和
37
年
に

海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
３
等

海
佐
と
し
て
平
成
12
年
に
千
葉

県
の
下
総
航
空
基
地
の
航
空
補

給
処
下
総
支
処
を
退
職
さ
れ
る

ま
で
の
38
年
間
、
対
潜
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
搭
乗
員
や
整
備
幹
部
と

し
て
業
務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
を
迎
え
た
時
の
気
持
ち

を
「
悔
い
の
な
い
、
充
実
し
た
38

年
間
で
し
た
」と
語
る
山
田
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
一
番
の
思
い
出
に
つ

い
て
は
、「
平
成
６
年
に
、
長
崎

県
の
第
22
支
援
整
備
隊
へ
の
配

属
時
に
与
え
ら
れ
た
課
題
と
し

て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
電
子
装

備
の
効
果
的
な
整
備
方
法
に
関

す
る
研
究
を
１
年
間
行
っ
た
こ

と
。
通
常
の
業
務
と
兼
務
し
な

が
ら
研
究
に
取
り
組
む
日
々
が

続
き
、
と
て
も
大
変
で
し
た
」
と

当
時
を
振
り
返
り
話
し
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
に
小
川
卓
見
さ
ん
、
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
に
山
田
隆
さ
ん

故
関
口
岑み

ね

男お

さ
ん
（
宝
積
寺
）

に
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

関
口
さ
ん
は
、
昭
和
29
年
、
当

時
の
阿
久
津
町
立
上
阿
久
津
小
学

校
教
諭
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
以
来
、

平
成
３
年
に
氏
家
町
立
押
上
小
学

校
長
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
の

38
年
間
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
在
職
中
は
塩
谷
地
区
小

学
校
長
会
長
、
県
小
学
校
長
会
長

と
し
て
学
校
経
営
の
充
実
、
改
善

な
ど
に
も
寄
与
さ
れ
た
ほ
か
、
退

職
後
は
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
を
務
め
ら
れ
、
社
会
福
祉

の
向
上
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

叙
位
叙
勲

山田　　隆さん 小川　卓見さん

５
月
17
日
、
高
根
沢
町
管
工

事
組
合
（
小
堀
孝こ

う

司し

組
合
長
）

で
は
、
地
域
貢
献
活
動
と
組
合

の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
、

町
内
を
通
る
県
道
宇
都
宮
・
那

須
烏
山
線
沿
線
の
ご
み
拾
い
を

実
施
。

参
加
し
た
10
社
22
名
の
組
合

員
た
ち
は
、
２
班
に
分
か
れ
て

約
10
㎞
に
わ
た
る
区
間
の
ゴ
ミ

拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
約

３
時
間
か
け
て
回
収
さ
れ
た
ゴ

ミ
の
量
は
２
ｔ
ダ
ン
プ
車
２
台

分
。
特
に
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
ゴ
ミ
が
多
か
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

小
堀
組
合
長
は
「
今
年
で
３

年
目
の
活
動
。
水
に
関
わ
る
業

者
と
し
て
、
環
境
の
こ
と
も
考

え
な
が
ら
地
域
貢
献
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

町
管
工
事
組
合
が

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施



阿
久
津
小
学
校
が
平
成
20
年
緑

化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
に
輝
き
ま
し
た
。

緑
化
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る

こ
の
表
彰
制
度
は
、
緑
化
推
進
運

動
の
実
施
に
つ
い
て
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
に
対
し
て

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
の
受
賞

者
総
数
は
13
組
。
４
月
25
日
に
開

催
さ
れ
た
「
み
ど
り
の
式
典
」
に

お
い
て
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
で
は
平
成
６
年
、
地
域
の

協
力
に
よ
り
学
校
に
隣
接
す
る
自

然
林
を
「
た
ん
け
ん
の
森
」
と
称

し
整
備
。
以
来
、
良
好
な
維
持
管

理
の
も
と
、
総
合
的
学
習
の
時
間

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/11

阿
久
津
小
学
校
が
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
な
ど
に
お
け
る
児
童
の
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用

し
て
き
ま
し
た
。

全
児
童
が
取
り
組
む
「
緑
の
絵

本
」
づ
く
り
の
活
動
で
は
、
１
年

を
通
し
た
樹
木
の
観
察
や
草
花
の

育
成
、
夏
秋
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
な
ど
の
体
験
を
も
と
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
絵
本
製
作
を
行
い
、
図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
保
護
者
の
協
力

も
得
な
が
ら
完
成
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
角つ

の

田だ

教
頭
は
、「
長
年
続
く
絵

本
づ
く
り
の
活
動
は
、
阿
小
の
特

色
に
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、
卒

業
生
か
ら
絵
本
作
家
が
出
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

中
央
小
学
校
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰

中
央
小
学
校
が
平
成
20
年
度
読

書
活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て
文
部

科
学
大
臣
表
彰
に
輝
き
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
に
つ
い
て
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

が
積
極
的
に
読
書
活
動
を
行
う
意

欲
を
高
め
る
活
動
に
つ
い
て
優
れ

た
実
践
を
行
っ
て
い
る
学
校
を
顕

彰
。
今
年
度
は
１
３
６
校
が
受
賞

し
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
毎
月
第
２
・
４
週

目
を
読
書
週
間
と
し
て
、
朝
の
読

書
や
職
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
月
１
回
、
親

子
で
読
書
を
し
て
感
想
を
出
し
合

う
「
親
子
読
書
の
日
」
を
昭
和
61

年
か
ら
20
年
以
上
実
施
し
て
き
ま

し
た
。「
親
子
読
書
」
で
は
毎
回
感

想
を
記
録
し
、
年
度
末
に
お
薦
め

の
本
を
中
心
と
し
て
全
員
の
感
想

文
を
掲
載
し
た
文
集
も
作
成
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
年
３
回
の
校
内
読
書
強

調
週
間
に
は
、「
ほ
っ
と
る
〜
む
」

に
よ
る
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、「
た
か
ね
ざ
わ
民

話
の
会
」
に
よ
る
民
話
語
り
と
い

っ
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
う
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
意
欲
を

高
め
、
読
書
習
慣
の
定
着
を
図
る

こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
場
合
に
は
、
添
削
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〆
切
は
毎
月
末
で
す
。
町
秘
書
広
報
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

風
薫
る
野
辺
に
ア
ヤ
メ
の
咲
き
満
ち
て

親
し
み
深
く
漫そ

ぞ

ろ
に
歩
む

齋
藤
　
秀
山
（
宝
積
寺
）

携
帯
に
曾
孫
の
写
り
手
を
の
べ
て

ク
ク
ッ
と
笑
う
に
頬
よ
せ
て
み
る

村
上
　
ツ
ヤ
（
伏
　
　
久
）

老
い
の
日
に
熱
中
す
る
も
の
あ
る
も
よ
し

吾
は
陶
芸
夫
は
碁
を
打
つ

鈴
木
　
幸
子
（
宝
積
寺
）

夕
茜
見
つ
つ
駅
出
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

呑
み
屋
に
寄
る
人
　
寄
ら
ず
帰
る
人

金
子
　
　
實
（
宝
積
寺
）

ふ
る
さ
と
の
那
須
の
野
山
の
木
に
草
に

四
季
折
々
の
風
の
道
見
ゆ

森
　
　
富
男
（
宝
積
寺
）

孝
行
も
情
け
も
薄
く
な
る
怖
さ

荒
武
　
ヒ
サ
（
飯
　
　
室
）

宝
積
寺
念
願
実
る
東
口

綱
川
　
秀
夫
（
石
　
　
末
）

外
面
は
野
暮
で
も
中
身
な
ら
負
け
ぬ

野
中
　
　
貢
（
宝
積
寺
）

野
暮
っ
た
い
主
人
で
う
け
る
縄
の
れ
ん

赤
羽
　
清
昭
（
石
　
　
末
）

野
暮
っ
た
い
人
に
意
外
な
心
意
気

小
林
　
八
起
（
上
高
根
沢
）

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳

城
跡
の
石
垣
幾
重
桜
散
る

戸
井
田
重
俊
（
宝
積
寺
）

終つ
い

の
地
に
移
り
し
頃
の
遠と
お

蛙
か
わ
ず

相
田
　
せ
き
（
宝
積
寺
）

雨
催
あ
ま
も
よ

ひ
蛙
か
わ
ず
か
ぼ
そ
く
鳴
き
出
せ
る

古
口
　
弘
江
（
上
柏
崎
）

す
っ
ぽ
り
と
女
人
を
包
む
紅
枝
垂

べ
に
し
だ
れ

斉
藤
　
フ
ミ
（
宝
積
寺
）

ふ
だ
ん
よ
り
少
し
装よ
そ

ひ
て
花
疲
れ

伏
木
　
ト
ミ
（
上
阿
久
津
）

「たんけんの森」で行われたネイチャーゲーム

先生による読み聞かせの様子



〔
敬
称
略
〕

第51回町長杯争奪野球大会結果
４月13・20日（日） 町民広場野球場

《優　　　勝》 鈴木整骨院
《準　優　勝》 ピストンズ
《最優秀選手》 稲葉　光明（鈴木整骨院）
《優 秀 選 手》 青柳　匡胤（ピストンズ）
《優 秀 監 督》 鈴木　　豊（鈴木整骨院）

第29回町長杯ナイターソフトボール大会結果
４月７日～22日　石末運動場

【１部】
《優　　　勝》 高根沢クラブ
《準　優　勝》 上高ハッピー
《最優秀選手》 高田　喜夫　（高根沢クラブ）
《優 秀 選 手》 小笠原　亮　（上高ハッピー）
《優 秀 監 督》 大久保康久　（高根沢クラブ）

【２部】
《優　　　勝》 中台ソフトクラブ
《準　優　勝》 金井ソフトクラブ
《最優秀選手》 阿久津和俊（中台ソフトクラブ）
《優 秀 選 手》 木村　孝行（金井ソフトクラブ）
《優 秀 監 督》 入江　正秀（中台ソフトクラブ）

町スポーツ少年団
親善ソフトボール大会結果

４月12日（土） 石末運動場
《優　勝》 阿久津エンジェルス
《準優勝》 高根沢東スポーツ

第28回全日本（学童）軟式野球
塩谷ブロック大会「高根沢地区」結果

４月26日（土）・29日　町民広場野球場
《優　勝》 阿久津スポーツ
《準優勝》 高根沢西スポーツ

第19回会長杯婦人バレーボール大会結果
４月20日（日） トレーニングセンター

《優　勝》 ウィング
《準優勝》 シュガークラブ

Eメールアドレス　syougai@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 12

○
高
根
沢
町
商
工
会
　
工
業
部
会

２
４，
９
２
６
円

町
制
50
周
年
式
典
イ
ベ
ン
ト
収
益

金
の
一
部
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
鮎
の

塩
焼
き
販
売
）

５
月
９
日
現
在
合
計
額

１
３
６，
７
５
２，
７
６
０
円

ミ
ャ
ン
マ
ー
サ
イ
ク
ロ

ン
災
害
・
中
国
大
震
災

救
援
金
を
受
付
け
て
い

ま
す

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
並
び

に
中
国
大
震
災
の
救
援
金
を
受
付

け
て
い
ま
す
。

救
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
栃

木
県
支
部
な
ど
を
通
じ
て
被
災
地

に
送
金
し
ま
す
。
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
救
援
金
の
受
付
窓
口
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
町
民
広
場

内
）

1
６
７
５
―
４
７
７
７

1
６
７
５
―
６
９
５
３

◆
町
役
場
　
住
民
課
総
合
窓
口

1
６
７
５
―
８
１
０
０

TAKANEZAWA AI NO KIKIN

た
か
ね
ざ
わ

愛
の
基
金
（
敬
称
略
）



拔
き
上
げ
る
醍
醐
味

拔
き
上
げ
る
醍
醐
味

高根沢高根沢
の

文化遺産文化遺産

高根沢
の

文化遺産

背
懸
り
の
魚
信

６
月
14
日
は
県
内
で
鬼
怒
川

〈
鮎
の
友
釣
り
〉
解
禁
日
。
太
公

望
た
ち
が
心
待
ち
に
し
て
い
た

日
。
中
阿
久
津
付
近
は
大
勢
の
人

出
だ
。

自
分
の
縄
張
り
に
入
っ
て
き
た

オ
ト
リ
鮎
を
追
い
出
そ
う
と
し
て

シ
マ
（
縄
張
り
）
持
ち
鮎
は
釣
針

に
か
か
る
。
釣
針
が
背
に
か
か
っ

た
「
背
懸
り
」
が
理
想
で
、
力
強

い
魚
信
を
感
じ
な
が
ら
鮎
を
水
か

ら
抜
き
上
げ
る
の
は
何
に
も
換
え

難
い
醍
醐
味
だ
。

川
岸
に
立
っ
て
釣
る
鬼
怒
川
の

鮎
竿
は
「
鬼
怒
川
竿
」
と
呼
ば
れ
、

川
漁
師
が
舟
で
釣
る
「
那
珂
川
竿
」

と
は
竿
の
し
な
り
具
合
が
異
な
る

の
だ
、
と
江
戸
和
竿
の
竿
師
・
野の

澤ざ
わ

溢み
つ

治じ

さ
ん
（
67
歳
、
中
阿
久
津
）

は
い
う
。
岸
辺
か
ら
本
流
へ
と
延

ば
す
鬼
怒
川
竿
は
〈
立
ち
込
み
釣

り
〉
な
の
で
、
４
間
半
の
長
さ
。

強
い
反
発
力
で
竿
全
体
が
満
月
の

よ
う
に
し
な
う
〈
胴
調
子
〉
の
釣

竿
で
あ
る
。

「
水
中
で
オ
ト
リ
鮎
が
逃
げ
る

動
き
が
竿
に
伝
わ
っ
て
く
る
ん
で

す
」。
和
竿
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
弾

性
が
鮎
と
の
対
話
を
媒
介
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

見
直
さ
れ
る
和
竿

野
澤
さ
ん
が
作
る
鮎
竿
は
矢
竹

を
使
っ
た
継
ぎ
竿
。
細
く
て
弾
性

が
あ
り
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
矢
竹
は

最
適
だ
。
先
端
の
「
穂ほ

先さ
き

」
に
は

弾
性
が
強
く
全
体
的
に
曲
る
高
野

竹
を
使
う
。
継
ぎ
竿
は
生
育
が
異

な
る
原
竹
を
手
元
、
２
番
、
３

番
・
・
・
穂
持
下
、
穂
持
、
穂
先

と
各
部
分
に
合
致
す
る
竹
を
選
び

組
み
合
わ
せ
る
。「
切
り
組
み
」

で
あ
る
。
各
部
分
は
一
本
の
原
竹

か
ら
一
部
分
だ
け
を
使
う
。
15
本

継
ぎ
な
ら
15
本
の
原
竹
が
要
る
。

そ
の
目
利
き
に
叶
う
原
竹
の
確
保

が
難
し
い
。

伝
統
工
芸
が
消
え
つ
つ
あ
る
中

で
、
客
の
誂
え
に
応
じ
て
作
る
和

竿
の
優
秀
さ
、
美
し
さ
が
、
い
ま

見
直
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
文
化
財
嘱
託
員
　
海
老
原
郁
雄
）

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/13

大谷喜男洋画展
彩の夢心熱く

「鉄砲百合」 水彩

迫
力
の
大
画
像
　
６
／
22（
日
）ま
で

山岳写真展

エベレスト街道紀行

会期
6.26木u7.15火

講演「エベレスト街道トレッキング」
柏村　政　氏

6.28（土）14：30～当館会場

世界最高峰
エベレストの山容

江戸和竿は日本産の天然竹
で、布

ほ

袋
てい

竹、矢竹、淡
は

竹、真
竹などを原材として作る江戸
時代から伝統の継ぎ竿であり、
日本の伝統的工芸品に指定さ
れている。
継ぎ竿の工程は、竹を選び

組み合わせる「切り組み」、竹
を矯正する「矯

た

め」、すげ口な
どに糸を巻く「巻き下」、漆を
塗り彩色する「塗り」、全体を
調整する「仕上げ」などおよ
そ10作業（100工程以上）で
ある。
東京都は「東京の伝統工芸

品」31品目を選定（昭和56
年）、技術振興を図っており、
その中の江戸和竿は竿師が約
30人である。
（当館企画展「木と竹の職人芸」
解説より）

江 戸 和 竿

◆
町
歴
史
民
俗
資
料
館

1
6
7
5
―
7
1
1
7

※
休
館
日
　
月
曜
・
第
三
日
曜
・
祝
日

鮎の友釣り鬼怒川の
中阿久津

釣れた！ 静かに岸へ寄せてオトリ共
ども鮎をタモに受ける。川の匂い、魚
体の黄斑、ときめきの一瞬だ。

（撮影　柏村 政）

日
展
、
光
風
会
な
ど
中
央
画

壇
で
四
半
世
期
に
わ
た
り
精
力

的
な
活
動
を
続
け
る
郷
土
の
洋

画
家
・
大
谷
喜
男
氏
の
作
品
約

51
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
大

画
像
の
連
作
「
路み
ち

」
な
ど
心
象

風
景
か
ら
爽
や
か
な
水
彩
、
鉛

筆
の
小
作
品
ま
で
〈
大
谷
ワ
ー

ル
ド
〉
の
美
を
、
ど
う
ぞ
ご
堪

能
下
さ
い
。

歴史民俗資料館



回
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

日にち 分野 内　　容 講　　師
７/３（木）
７/10（木）
７/17（木）
９/11（木）
９/18（木）
９/25（木）
10/16（木）
10/23（木）
11/６（木）
11/13（木）
12/４（木）
12/11（木）

自信をもって
自己表現しちゃおう！

理解しあって
気持ちイイ
関係づくり

環境に関する講話

自分も大切！
他人も大切♡に
光と影のある
ネット社会の歩き方

フリーアナウンサー
臼井　佳子　先生

塩谷中スクール・
カウンセラー
谷津　嘉子　先生
宇都宮大学
後藤　　章　教授
塩谷教育事務所
加藤　正明　先生
宇都宮大学
川島　芳昭　教授

カリキュラム（日程等は変更になる場合があります。）

話
し
方

聴
き
方
環
境
人
権
ネ
ッ
ト

熱気球ふれあいin高根沢　開催のお知らせ熱気球ふれあいin高根沢　開催のお知らせ熱気球ふれあいin高根沢　開催のお知らせ熱気球ふれあいin高根沢　開催のお知らせ熱気球ふれあいin高根沢　開催のお知らせ

公 民 館 講 座 　 受 講 生 募 集公 民 館 講 座 　 受 講 生 募 集公 民 館 講 座 　 受 講 生 募 集公 民 館 講 座 　 受 講 生 募 集公 民 館 講 座 　 受 講 生 募 集

Eメールアドレス　syougai@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 14

まなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろば

◆日　時 ７月５日（土） ７時30分～14時
（雨天・強風時は、体育館で実施）

◆会　場 町民広場
◆主　催 熱気球ふれあい事業実行委員会
◆申込み・問合せ先　町生涯学習課　生涯学習グループ

1675－3175
今回で９回目となるこの事業は、自閉症などの発達障がい、または知的障が

いをもつお子様がいるご家族を対象としています。昨年12月の事業では、50家
族が参加し、ボランティア75名（うち学生16名）の協力を得て行われました。

◆申込み・問合せ先　町生涯学習課　生涯学習グループ　1675－3175

たんたんNightカレッジ
～私のための人間力アップ講座～
この人間力を向上させましょう！
①コミュニケーション能力
②エコ感覚
③人権感覚
④ネット社会への適応力

◆期　　間 ７月～12月（８月休講）
◆時　　間 19時～20時30分
◆場　　所 改善センター視聴覚室
◆定　　員 20名程度
◆申込締切 ６月23日（月）

はじめての英語教室 ～ Let’s  Learn  English  With  PETER  !! ～
初歩の英会話レッスンです。楽しいトークにジョークを交えながら、日常英会話を中心に学んでいきます。
◆期　　間 ７月８日（火）以降、毎週火曜日（最終回12月16日、休講８月５日・19日、９月23日）
◆時　　間 10時～11時30分　　　　　　　◆場　　所 宝積寺タウンセンター
◆講　　師 ピーター・ブラントナー氏
◆定　　員 20名程度　　　　　　　　　　◆申込締切 ６月23日（月）
◆そ の 他 開講後、レッスン状況によりテキスト（2,000円程度）が必要になる場合があります。

参加者募集
◆参加対象

自閉症などの発達障がい、ま
たは知的障がいをもつお子様が
いるご家族
◆参 加 費 500円／１家族
◆企画内容
・熱気球搭乗体験
・ミニ気球作り
・お楽しみコーナー
・お楽しみイベント　　など

ボランティア募集
高根沢在住の高校生、大学生大歓迎です。お気軽にお申込みください。
◆ボランティア活動内容
・参加家族の交流のサポート　・熱気球搭乗体験のサポート
・ミニ気球作りのサポート
ボランティア事前説明会のご案内
本事業への理解を深めるために、事前説明会への参加をお勧めします。
◆日　　　時 ６月28日（土） ９時～13時
◆会　　　場 町民広場、トレーニングセンター
◆説明会内容 ・自閉症などの発達障がいや知的障がいについて

・当日のボランティア活動について



研修Ⅰ

研修Ⅱ

研修Ⅲ

小学生による人権に関する作文発表
人権講演会・対談
　「人権って、何　～いろいろな人権について
　　考えよう～」
・高根沢町障害児者生活支援センター
　「すまいる」センター長　　笹崎　明久　氏
・高根沢町「寄り処　えん」
　　　　　　　　支援員　　高野　まゆみ　氏
人権啓発映画
　「人権入門　日常から考える 10 のヒント」

回
1
2
3
4

開　催　日
６月27日（金）
10月９日（木）
11月28日（金）
１月16日（金）

内　　　容
たなばた
お月見
クリスマス
お正月のあそび

平成20年度人権教育指導者平成20年度人権教育指導者
一般研修のお知らせ一般研修のお知らせ

平成20年度人権教育指導者平成20年度人権教育指導者
一般研修のお知らせ一般研修のお知らせ

平成20年度人権教育指導者
一般研修のお知らせ

親子で楽しむふれあい交流親子で楽しむふれあい交流親子で楽しむふれあい交流親子で楽しむふれあい交流親子で楽しむふれあい交流

海外滞在チャレンジ補助事業海外滞在チャレンジ補助事業海外滞在チャレンジ補助事業海外滞在チャレンジ補助事業海外滞在チャレンジ補助事業

なまなまぬるぬる　なまず祭り　第7段なまなまぬるぬる　なまず祭り　第7段なまなまぬるぬる　なまず祭り　第7段なまなまぬるぬる　なまず祭り　第7段なまなまぬるぬる　なまず祭り　第7段

広報たかねざわ 子どもは大人社会を写し出す鏡です。高根沢の子どもをみんなで育てましょう15

まなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろば

◆日　　時 ６月26日（木）
13時15分受付　13時30分～16時10分

◆場　　所 町民ホール
◆内　　容

◆主　　催 栃木県教育委員会
◆申込締切 ６月13日（金）
◆申込み先　町生涯学習課　生涯学習グループ

1675－3175

季節の行事をお子さんと楽しんでみましょう。年
４回実施しますので、皆さんでご参加ください。
事前申込みはありません。当日参加でＯＫです。
◆日　　時

いずれも10時～11時30分です。
◆場　　所 図書館中央館アートホール
◆対　　象 未就学児と保護者
◆主　　催 家庭教育オピニオンリーダーたかね会
◆問合せ先　代表　吉田　1675－3076

平成19年９月実施　運動会の様子

あなたの挑戦を応援します！
海外でのホームステイにチャレンジしませんか。
滞在先は自分自身で自由に決められます。
◆実施時期 小中学校の夏季または冬季休業期間中
◆対 象 者 町内在住の小学５年生から中学３年生
までの児童生徒。ただし、一人につき、小学校在
学中に１回、中学校在学中に１回とします。
◆選考基準
①現地でのホームステイ期間が小学生４日以上、
中学生６日以上であること
②事前計画書および事後報告書を提出すること
③心身ともに健康で、異文化体験への意欲や関心
が高いこと

◆補助金の額 予算の範囲内において、10万円また
は旅行代金の２分の１のいずれか低い額
◆補助の対象とする経費 旅行会社等が企画したホ
ームステイに要する経費のみとします。
※それ以外の食事代や観光にかかる経費などは対
象としません。

◆申込方法 所定の申請書に、旅行日程・経費の明
細等が分かるものを添付して、町こどもみらい課
に直接提出してください。
◆問合せ先　町こどもみらい課　学校教育グループ

1675－6466

どこのどなたもみんなで　なまずで・・・グゥ～！
五行川、なまずの里に今

年も夏がやってきました。
ご家族そろってご参加くだ
さい。
◆開催日時 ７月６日（日）

７時～14時
【荒天中止】

◆場　　所 大谷農村公園および大谷地区五行川
（うなり橋～関場橋）

◆内　　容 ・さかな釣り大会＆さかなつかみどり
・なまず稚魚放流　・カヌー体験
・やきそば、浜焼き、なまず焼きなど
模擬店多数
・お楽しみゲーム　など

◆主　　催 なまず祭り実行委員会　　
◆問合せ先　町生涯学習課　生涯学習グループ

1675－3175



〈特集〉家族を家庭に帰す法律
「育児・介護休業法」「育児・介護休業法」「育児・介護休業法」「育児・介護休業法」「育児・介護休業法」
育児・介護休業法は、企業や事業所の規模や業種を問わず
適用されます。
育児休業・介護休業をすることができるのは、男女労働者であり、原則として日々雇用者は除かれます。

［育児休業制度］（法第5条～第9条）
　労働者は、申し出ることにより、子が１歳に達するまでの間、育児休業をすることができます。事
情によっては、１歳６カ月に達するまで可能です。

★栃木県で「育児休業制度」の利用者がいた企業は、訪問企業全体の45.9％。
　規模別：労働者100人以下の企業については31.5％、101人以上300人以下の企業は52.0％、
　　　　　　　　301人以上の企業は72.7％
　男性の利用者がいた企業は、わずか1.2％（2企業）でした。

〈栃木県の制度利用状況（平成18年度分）〉栃木労働局発表

［勤務時間の短縮等の措置］（法第23条、第24条）
　事業主は、３歳未満の子を養育し、又は要介護状態にある対象家族の介護を行う労働者について
は、下記のいずれかの措置を講じなければなりません。
※１歳（事情によっては、１歳６カ月）以上の子を養育する労働者については、これらの措置の代わ
りに育児休業制度に準ずる措置を講ずることでも差し支えありません。
　（1）短時間勤務制度
　（2）フレックスタイム制
　（3）始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ
　（4）所定外労働をさせない制度（育児のみ）
　（5）託児施設の設置運営（育児のみ）
　（6）育児・介護サービス費用の援助措置

★栃木県で育児のための「勤務時間短縮等の措置」の利用者がいた企業は12.9％。
　規模別：労働者100人以下の企業は8.2％、101人以上300人以下の企業は14.7％、
　　　　　　　　301人以上の企業は22.7％

〈栃木県の制度利用状況（平成18年度分）〉栃木労働局発表

事業所に育児休業や介護休業
制度規定がない場合でも、育
児・介護休業法があるので申
し出れば休業できるんだよ。

［介護休業制度］（法第11条～第15条）
　労働者は、申し出ることにより、要介護状態にある対象家族１人につき、要介護（常時介護を必要
とする）状態に至るごとに１回の介護休業をすることができます。期間は通算して93日までです。
（２週間前までに申し出ます）

Eメールアドレス　syougai@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 16

～男女共同参画社会の形成をめざして～

第34回

編集/イコール編集員　発行/生涯学習課　1 675－3175 Fax 675－3173



（厚生労働省「毎月勤労統計調査」より）
（第11－1図）全国の労働者1人平均年次有給休暇取得率の推移（企業規模30人以上）
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（年次有給休暇）
第39条　使用者は、その雇入れの日から起算
して６カ月間継続勤務し全労働日の８割以
上出勤した労働者に対して、継続し、又
は、分割した10労働日の有給休暇を与えな
ければならない。

　その他一般の労働者（週所定労働時間が
30時間以上の労働者）は、勤務年数に応じ
20日を限度として付与されます。

（産前産後）
第65条　使用者は、６週間（多胎妊娠の場合にあつては、14週間）以内に出産する予定の女性が休業
を請求した場合においては、その者を就業させてはならない。
第66条　使用者は、妊産婦が請求した場合においては、第33条第１項及び第３項並びに第36条第１項
の規定にかかわらず、時間外労働をさせてはならず、又は休日に労働させてはならない。
　　使用者は、妊産婦が請求した場合においては、深夜業をさせてはならない。

（育児時間）
第67条　生後満１年に達しない生児を育てる女性は、第34条の休憩時間のほか、１日２回各々少なく
とも30分、その生児を育てるための時間を請求することができる。

（休　　日）
第35条　使用者は、労働者に対して、毎週少くとも１回の休日を与えなければならない。

［子の看護休暇制度］（法第16条の2、第16条の3）
　小学校就学前の子を養育する労働者は、申し出ることにより、１年に５日まで、病気・けがをした
子の看護のために、休暇を取得することができます。
○申し出は口頭でも認められます。
○事業主は業務の繁忙等を理由に、子の看護休暇の申し出を拒むことはできません。
　また、配偶者が専業主婦である労働者を対象外とすることはできません。

★栃木県で「子の看護休暇制度」の利用者がいた企業は2.9％。
〈栃木県の制度利用状況（平成18年度分）〉栃木労働局発表

　その他不利益取り扱いの禁止・時間外労働の禁止・深夜業の制限等の制度があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆問合せ先　栃木県労働局雇用均等室　1633－2795

「労働基準法」（抜粋）「労働基準法」（抜粋）「労働基準法」（抜粋）「労働基準法」（抜粋）「労働基準法」（抜粋）
（労働条件の原則）
第１条　労働条件は、労働者が人たるに値する生活を営むための必要を充たすべきものでなければな
らない。

（労働時間）
第32条　使用者は、労働者に、休憩時間を除き１週間について40時間を超えて、労働させてはならな
い。
　使用者は、１週間の各日については、労働者に、休憩時間を除き１日について８時間を超えて、
労働させてはならない。

　厚生労働省が取りまとめた「毎月勤労統計調査（厚生労働省・栃木県、事業所規模30人以上）」結果に
よると、平成18年における県内労働者の1人平均の年間総実労働時間は、前年より2時間増加し、1926時
間となっています。栃木県における年間総実労働時間の状況を全国と比較すると、昭和60年以降全国平均
より長く、平成18年は全国平均の1842時間より84時間長くなっています。特に運輸業、サービス業にお
いては、年間総実労働時間が全国平均と比べ100時間以上長くなっています。

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/17



育児休業や介護休業を受けたときは、育児休業や介護休業を受けたときは、
給付制度や免除措置があります給付制度や免除措置があります

給付制度給付制度給付制度給付制度給付制度

「男女雇用機会均等法」にある母性健康管理「男女雇用機会均等法」にある母性健康管理「男女雇用機会均等法」にある母性健康管理「男女雇用機会均等法」にある母性健康管理「男女雇用機会均等法」にある母性健康管理

［雇用保険による育児休業給付］
　一定要件を満たした一般被保険者が、１歳未満の子を養育するために育児休業を取得して、賃金が
一定水準を下回った場合に、給付金が支払われる制度です。
１．育児休業基本金
　支給額＝休業開始時賃金月額×30％

　　　　　　　　　　　　50％以下………………………賃金月額の30％相当額を支給
　　　　　　　　　　　　50％を超えて80％未満………賃金月額の80％相当額と賃金の差額を支給
　　　　　　　　　　　　80％以上………………………支給されません

２．育児休業者職場復帰給付金
　支給額＝休業開始時賃金日額×育児休業給付金支給日数×20％

［雇用保険による介護休業給付］
　一定要件を満たした一般被保険者が、介護休業を取得して、賃金が一定水準を下回った場合に、原
則として休業開始時賃金月額の40％相当額が給付される制度です。
　支給額＝休業開始時賃金月額×40％

　　　◆詳しくは最寄りの公共職業安定所（ハローワーク）へ
　　　　（ハローワーク宇都宮1638－0369　　ハローワーク駅前プラザ1623－8609）

育児休業等期間中の社会保険料（健康保険・厚生年金保険）の免除措置育児休業等期間中の社会保険料（健康保険・厚生年金保険）の免除措置

［事業主には措置義務があります］
１．妊産婦が母子保健法による保健指導又は健康診査を受けるために必要な時間を確保することができ
るようにしなければなりません。（妊産婦とは妊娠中または産後１年を経過しない女性を言います）
　必要な時間の確保の回数
　　①妊娠中は　妊娠23週まで４週間に１回、妊娠24週から35週まで２週間に１回
　　　　　　　　妊娠36週以後出産まで１週間に１回
　　②出産後（１年以内）は医師等の指示に従って、必要な時間を確保しなければなりません。
２．妊産婦が健康診査等により、医師等から指導を受けた場合は、その指導事項を守ることができるよ
うにするため、次の措置を講じなければなりません。
　　①妊娠中の通勤緩和について指導があったとき→時差出勤、勤務時間の短縮など
　　②妊娠中の休憩について指導があったとき→休憩時間を長くする、回数を増やすなど
　　③妊娠中又は出産後の症状等について指導があったとき→作業の制限、勤務時間の短縮、休業など

休業したときは給付制度が
あるから助かるわ。

育児休業給付はありがたいね。
女性だけじゃなく、男性ももら
えるんだよ。

育児休業や介護休業を受けたときは、育児休業や介護休業を受けたときは、
給付制度や免除措置があります給付制度や免除措置があります
育児休業や介護休業を受けたときは、育児休業や介護休業を受けたときは、
給付制度や免除措置があります給付制度や免除措置があります
育児休業や介護休業を受けたときは、
給付制度や免除措置があります

賃金が休業開始
時賃金月額の

Eメールアドレス　syougai@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 18



～育児休業の巻～

育児休業や介護休業を受けたときは、
給付制度や免除措置があります

給付制度給付制度

「男女雇用機会均等法」にある母性健康管理「男女雇用機会均等法」にある母性健康管理

育児休業等期間中の社会保険料（健康保険・厚生年金保険）の免除措置育児休業等期間中の社会保険料（健康保険・厚生年金保険）の免除措置育児休業等期間中の社会保険料（健康保険・厚生年金保険）の免除措置育児休業等期間中の社会保険料（健康保険・厚生年金保険）の免除措置育児休業等期間中の社会保険料（健康保険・厚生年金保険）の免除措置
　育児休業をしている間の社会保険料は、事業主が社会保険事務所又は健康保険組合に申し出れば、
社会保険本人負担分及び事業主負担分の免除が受けられます。
　社会保険の免除を受けても、健康保険の給付は通常通り受けられます。また、免除された期間分も
将来の年金分に反映されます。

　○賞与・期末手当等にかかる保険料についても免除されます。
　○厚生年金基金の加算部分の負担についてはそれぞれの基金が規約で定めることと
　　なっています。

　　　◆詳しくは、社会保険事務所、健康保険組合又は厚生年金基金へ
　　　　（宇都宮西社会保険事務所1622－4281　宇都宮東社会保険事務所1683－3211）

育児休業や介護休業を受けたときは、
給付制度や免除措置があります
育児休業や介護休業を受けたときは、
給付制度や免除措置があります

6月23日から29日は男女共同参画週間
です。6月29日はパルティで県民のつど
いが開催されます。参加自由です。

　次の文を読んで○か×かみんなで考えよう。答えはイコールの
記事の中にあるよ。正解を書いて送ってね。

１．（　　）　育児休業給付は、女性だけしかもらえません。

２．（　　）　勤めている会社に育児休業制度がない場合は育児休
業はとれません。

３．（　　）　育児休業制度の男性の利用者がいた企業は、平成
18年度は県内でわずか２企業だけでした。

４．（　　）　平成18年における栃木県内労働者の１人平均の年
間総実労働時間は、前年より２時間増加しています。

５．（　　）　栃木県の平成18年の年間総実労働時間は、全国平
均の1842時間より84時間長くなっています。

６．（　　）　栃木県では平成18年、「子の看護休暇制度」の利
用者がいた企業は50％です。

７．（　　）　育児休業で、給料が80％未満になった場合は手続
きをすれば育児休業給付が支給されます。

★はがき（又はFAX）に、答えと、男女共同参画に関して思っていることや体
験等を書いて、イコール編集会議宛てお送りください。正解者のなかから抽
選で5名様に粗品をさしあげます。当選発表は商品の発送をもってかえさせ
ていただきます。なお、書いてくださった内容は紙面（匿名）で紹介する場
合がありますのでご了承ください。
★①郵便番号②住所③氏名④電話番号を明記してください。
★締め切り　6月20日（金）
★送 り 先　〒329－1225
　　　　　　高根沢町大字石末1825番地
　　　　　　高根沢町教育委員会内　イコール編集会議宛
　　　　　　FAX675－3173

どれだけ解ったかな？腕試し！
　　これであなたも男女共同参画博士

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/19
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「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」（裁判員法）が平成１６年５月２８日に公布されました。国民の司法
参加を実現するこの制度は、平成２１年５月２１日からスタートします。
裁判員は衆議院議員の選挙権を有する人の中から選ばれます。選任までの流れは次のとおりです。

裁判員制度をご存知ですか！

ただし次のような方は、選挙権のある
方でも法律上、裁判員になることができ
ません。

①欠格事由のある人（一般的に裁判員に
なることができない人）

義務教育を終了していない人（義務教
育を終了した人と同等以上の学識を有す
る人は除きます）、禁錮以上の刑に処せ
られた人、心身の故障のため裁判員の職
務の遂行に著しい支障のある人など。

②就職禁止事由のある人（裁判員の職務
に就くことができない人）

国会議員・国務大臣・国の行政機関
の幹部職員、司法関係者（裁判官・検
察官・弁護士等）、警察官、都道府県知
事及び市町村長、自衛官、禁錮以上の
刑に当たる罪につき起訴されその被告事
件の終結に至らない人、逮捕又は勾留さ
れている人など。

③事件に関連する不適格事由のある人
（その事件について裁判員になること
ができない人）

審理する事件の被告人又は被害者本
人、その親族・同居人など。

④その他不適格事由がある人

裁判所が不公平な裁判をする恐れがあ
ると認めた人

裁判員制度について、より詳しく知りたい方はこちらをご覧ください。
○裁判員制度ウェブサイト http://www.saibanin.courts.go.jp/
○裁判員制度携帯サイト http://www.saibanin.courts.go.jp/k/
○裁判員制度メールマガジン http://www.saibanin.courts.go.jp/melmaga/index.html

◆問合せ先　宇都宮地方裁判所　1６２１－２１１１

裁判員は、法廷で聞いた証人の証言などの証拠に基づいて、他の裁判員や裁判
官とともに行う評議を通じ、被告人が有罪か無罪か、有罪だとしたらどのような
刑にするべきかを判断します。
例えば、目撃者の証言などに基づいて、被告人が被害者をナイフで刺したかど
うかを判断することは、みなさんが日常生活におけるいろいろな情報に基づいて、
ある事実があったかなかったかを判断していることと基本的に同じであり、特に
法律知識は必要ありません。
なお、有罪か無罪かの判断の前提として法律知識が必要な場合は、裁判官から
分かりやすく説明されますので、心配ありません。

大丈夫です。日常生活で行っている判断をしてください。Ａ

法律の知識が無くても大丈夫ですか？Ｑ

裁判員制度とは国民の皆さんに裁判員として
刑事裁判に参加していただく制度です。
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社会福祉協議会コーナー

町民広場福祉センター内
1675̶6953

4777

（社協だより）

◇
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
事
業

・
高
根
沢
町
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
策
定

☆
高
根
沢
町
地
域
福
祉
活
動
計
画

事
業
実
施

◇
地
域
福
祉
総
合
推
進
事
業

・
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

・
日
常
生
活
用
具
貸
与
事
業

・
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
訪
問

・
高
齢
者
世
帯
訪
問

・
対
象
者
名
簿
の
管
理
、
連
携

◇
介
護
予
防
事
業

・
特
定
高
齢
者
介
護
予
防
事
業

（
は
っ
ぴ
ー
倶
楽
部
）
の
実
施

・
一
般
高
齢
者
介
護
予
防
事
業

・
巡
回
介
護
予
防
教
室
の
実
施

◇
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
食
堂
の
管
理
、

運
営

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
会
食
事
業

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
高
齢

者
サ
ー
ク
ル
活
動
の
促
進

事
　
業
　
計
　
画

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
強
化

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
助
成
事
業

・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
み
す
ず

会
」
と
の
連
携

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
連
携

◇
福
祉
意
識
の
高
揚
事
業

・
町
広
報
「
社
協
コ
ー
ナ
ー
」
で

の
啓
発

・
町
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓
発

◇
青
少
年
育
成
事
業

・
保
育
園
児
と
老
人
ク
ラ
ブ
員
と

の
交
流
会

・
ふ
れ
あ
い
協
力
校
事
業

・
高
校
生
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

高
校
生
施
設
体
験
研
修

☆
青
少
年
福
祉
講
座

◇
高
齢
者
福
祉
対
策
事
業

・
寝
た
き
り
高
齢
者
等
の
介
護
者

の
集
い

・
ふ
れ
あ
い
郵
便
事
業

・
寝
た
き
り
高
齢
者
等
布
団
乾
燥

サ
ー
ビ
ス
事
業

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
招
待
事
業

・
高
齢
者
世
帯
招
待
事
業

・
友
愛
訪
問
活
動
の
推
進

◇
母
子
父
子
福
祉
対
策
事
業

・
母
子
父
子
家
庭
交
流
事
業

・
母
子
福
祉
団
体
へ
の
援
助

・
若
年
母
子
部
会
へ
の
援
助

・
父
子
家
庭
交
流
会

◇
心
身
障
が
い
者（
児
）対
策
事
業

・
視
力
障
が
い
者
へ
の
広
報
等
朗
読

テ
ー
プ
配
布
事
業

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館

・
手
話
講
習
会
の
開
催

・
手
話
講
習
生
、
指
導
者
研
修

・
身
体
障
が
い
者
団
体
へ
の
援
助

・
心
身
障
が
い
児
者
団
体
へ
の
援
助

◇
援
護
事
業

・
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

・
介
護
ビ
デ
オ
の
貸
出

・
生
活
福
祉
資
金
貸
与
事
業

・
県
愛
の
基
金
へ
の
協
力

・
町
福
祉
金
庫
の
運
営

・
歳
末
慰
問
金
の
贈
呈

・
行
路
人
旅
費
貸
与
事
業

・
火
災
見
舞
い
金
品
の
給
付

・
福
祉
車
両
貸
出
事
業

☆
不
要
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

◇
募
金
等
の
活
動

・
歳
末
助
け
あ
い
運
動
の
推
進

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
推
進

・
日
赤
社
資
納
入
の
推
進

・
町
愛
の
基
金
の
造
成
推
進

◇
そ
の
他
の
活
動

☆
地
域
福
祉
活
動
計
画
関
係
視
察

研
修
事
業

・
共
同
募
金
会
事
業

・
日
本
赤
十
字
社
事
業

・
善
意
銀
行
の
運
営

・
日
赤
奉
仕
団
事
業

☆
＝
新
規
事
業

社
会
福
祉
法
人
高
根
沢
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
業
計
画
並
び
に
収
支

予
算
が
３
月
27
日
の
理
事
会
・
評
議

員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
収
入
の
部

（
単
位
　
千
円
）

・
会
費

２，
８
３
０

・
寄
附
金

３，
５
０
０

・
経
常
経
費
補
助
２
０，
７
９
７

・
受
託
金

１
７，
７
１
１

・
事
業
収
入

８
３

・
貸
付
事
業
等
収
入

１
０
０

・
共
同
募
金
配
分
金
１，
３
６
１

・
利
用
料
収
入

２
０
４

・
雑
収
入

５

・
受
取
利
息
配
当
金

２
０
９

・
会
計
単
位
間
繰
入
１，
０
０
０

・
経
理
区
分
間
繰
入
７，
８
３
１

・
積
立
金
取
崩
収
入
２，
５
０
０

・
前
年
度
繰
越
金

２，
０
０
０

収
入
合
計

６
０，
１
３
１

◆
支
出
の
部

・
人
件
費

３
５，
８
４
４

・
事
務
費

２，
３
８
４

・
事
業
費

７，
７
４
９

・
貸
付
事
業
等

１
０
０

・
共
同
募
金
配
分
金
１，
３
６
１

・
助
成
金

８
６
０

・
負
担
金

９
７

・
経
理
区
分
間
繰
入
７，
８
３
１

・
固
定
資
産
取
得
費

２
０
０

・
退
職
共
済
預
け
金
２，
１
６
７

・
予
備
費

１，
５
３
８

支
出
合
計

６
０，
１
３
１

一
般
会
計
予
算

平
成　

年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
承
認
報
告

20



Eメールアドレス　kenkou@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 22

No.284

町保健センター　1675－4559

歯
の
お
手
入
れ
は
大
丈
夫
？

６
月
４
日
は
、
虫
歯
予
防
デ
ー

で
す
。
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
口
の

中
の
状
態
を
確
認
し
て
い
ま
す

か
？「

毎
日
寝
る
前
に
歯
磨
き
を
し

て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」、「
痛
み
が

な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
安
心
し
て

い
る
と
、
虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

歯
は
、
磨
い
た
よ
う
で
も
磨
け

て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
寝

る
前
の
丁
寧
な
歯
磨
き
と
、
清
潔

な
口
の
中
の
状
態
を
保
つ
た
め
の

工
夫
が
必
要
で
す
。

先
日
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
『
３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
（
１
次
審
査
）』
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

審
査
の
結
果
、
永
井
こ
は
る
ち

ゃ
ん
（
伏
久
）
と
前
原
彩さ

希き

ち
ゃ

ん
（
宝
積
寺
）
が
本
町
の
代
表
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
２
人
の
ほ
か
に

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
お
子
さ

ん
た
ち
も
き
れ
い
な
歯
を
し
て
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
、
応
募
さ
れ
た

方
か
ら
、
お
子
さ
ん
の
口
の
中
を

清
潔
に
保
つ
た
め
の
工
夫
点
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
歯
間
が
狭
い
の
で
、
フ
ロ
ス

（
糸
よ
う
じ
）
を
使
っ
て
い
ま
す
。

○
小
さ
め
の
歯
ブ
ラ
シ
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

○
甘
い
お
菓
子
は
な
る
べ
く
与
え

な
い
、
自
然
の
甘
さ
の
も
の
を

与
え
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。

…
な
ど
、
大
人
の
虫
歯
予
防
に
も

役
立
つ
内
容
で
し
た
。

ま
た
、
３
歳
の
お
子
さ
ん
な
ら

で
は
の
工
夫
は
、

○
歯
ブ
ラ
シ
は
、
本
人
に
好
み
の

も
の
を
選
ば
せ
て
い
ま
す
。

○
仕
上
げ
磨
き
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組

や
子
供
用
の
教
材
を
活
用
し
て
、

意
欲
を
も
て
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
ま
す
。

○
寝
る
前
や
、
お
や
つ
を
食
べ
た

後
に
は
、
親
と
一
緒
に
歯
磨
き

を
し
て
い
ま
す
。

虫
歯
を
作
ら
な
い
こ
と
は
、
体

の
健
康
に
も
大
切
で
す
。
初
期
の

虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
は
痛
み
を
感
じ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
虫
歯
予

防
デ
ー
を
機
に
、
口
腔
衛
生
に
も

目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

６
月
は
梅
雨
の
季
節
で
す
ね
。
暖
か
く
な
り
、
活
動
的
に
な

っ
て
く
る
頃
で
す
が
、
天
候
が
悪
く
外
に
出
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
家
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
お
菓
子
を
ほ

お
ば
る
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
上
手
な
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
過
ご
し
方
を
提
案
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
体
を
動
か
さ
ず
に
お
い
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん

食
べ
る
と
メ
タ
ボ
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

①
お
茶
と
お
菓
子
の
組
み
合
わ
せ

緑
茶
＋
和
菓
子
な
ど
、
甘
く
な
い
飲
み
物
と
甘
い
も
の
を
組

み
合
わ
せ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
と
甘
い
お
菓
子
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
と
き

は
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
に
入
れ
る
砂
糖
の
量
を
控
え
め
に
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
ノ
ン
シ
ュ
ガ
ー
な
ら
更
に
グ
ー
で
す
。

②
だ
ら
だ
ら
と
食
べ
な
い

飴
や
ガ
ム
を
長
い
時
間
口
に
入
れ
て
お
か
な
い
。

③
食
べ
た
ら
動
く

お
い
し
い
物
を
食
べ
た
ら
、
消
費
す
れ
ば
良
い
の
で
す
。
室
内

で
み
ん
な
で
『
ダ
ン
シ
ン
グ
ー
』
な
ん
て
い
か
が
で
す
か
？

少
し
心
が
け
る
こ
と
で
、
メ
タ
ボ
予
防
だ
け
で
な
く
虫
歯
予

防
に
も
効
果
的
で
す
。
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
ぜ
ひ
賢
く
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

６
月
４
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

の
お
か
ず
を
紹
介
し
ま
す
。
カ
リ
カ
リ
し
て
、
噛
み
応
え
が
あ

り
、
歯
を
丈
夫
に
し
て
く
れ
る
一
品
で
す
。

楽
し
い
朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー

カ
リ
カ
リ
・
カ
ル
シ
ウ
ム
炒
め

（
ひ
と
り
分
熱
量
76
kcal

た
ん
ぱ
く
質
8.9
g

カ
ル
シ
ウ
ム
174
mg

塩
分
0.8
g
）

作 り 方

お
い
し
く
食
べ
よ
う
、
楽
し
く
食
べ
よ
う
、
元
気
な
子

―
顔
が
見
え
る
っ
て
、
お
い
し
い
ね
―

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
の
お
薦
め
メ
ニ
ュ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー（
1
６
７
５
―
４
５
５
９
）

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

アスパラは
３～5㎝程度
の長さに切る。

スジが多い場合は、
皮をむいて利用。

かぶは、大きさにより
１口大にし5㎜程度の
厚さにする。

ごま油小さじ１を
フライパンで熱し
野菜を炒める。

野菜に火が通ったら

さくらえびを加えてかるく炒めて
できあがり!!

しらす干し

①

②

③

グリーンアスパラガス
 1束（100g）
かぶ 1個（100g）
しらす干し
 大さじ２（20g）
さくらえび
 大さじ１（10g）
ごま油 　　小さじ１（４g）

材料（２人分）
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ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ガ
イ

ド
が
発
刊
と
同
時
に
売
り
切
れ
た
こ

と
は
ご
記
憶
の
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
私
も
購
入
し
た
一
人
で
す
が
、

お
店
の
雰
囲
気
や
器
、
接
客
態
度
、

食
材
、
も
ち
ろ
ん
味
も
超
一
流
で
し

ょ
う
。
し
か
し
一
生
の
う
ち
で
口
に

す
る
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
は
な
は

だ
疑
問
で
あ
り
ま
す
。

救
急
医
療
に
お
い
て
も
一
次
、
二

次
、
三
次
と
区
分
け
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
一

次
救
急
は
診
療
後
に
帰
宅
可
能
な
軽

症
例
、
二
次
救
急
は
入
院
加
療
が
必

要
な
場
合
、
三
次
救
急
は
生
死
の
境

に
あ
る
危
険
な
状
態
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
対
応
す
る
医
療
機
関
の
設
備
、
人

員
配
置
な
ど
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま

す
。
三
次
救
急
医
療
機
関
に
は
緊
急

検
査
（
Ｃ
Ｔ
、
エ
コ
ー
な
ど
）、
カ

テ
ー
テ
ル
室
、
緊
急
手
術
室
、
集
中

治
療
室
が
常
に
ス
タ
ン
バ
イ
で
あ
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

多
く
の
設
備
と
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で

す
。
そ
れ
で
も
重
症
の
救
命
処
置
で

は
３
〜
４
時
間
か
か
り
っ
き
り
と
な

り
、
次
の
救
急
車
に
対
応
で
き
ず
断

ら
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
生
じ
る

の
で
す
。

三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
と
三
次
救
急

医
療
機
関
の
決
定
的
な
違
い
は
次
の

点
で
す
。
三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
は
予

約
制
で
あ
り
料
理
に
見
合
っ
た
高
額

な
料
金
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

希
望
す
れ
ば
誰
で
も
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
方
、
救
急
車
は
電
話

一
本
で
、
無
料
で
駆
け
つ
け
て
く
れ

ま
す
が
、
救
急
隊
や
医
師
が
必
要
性

を
判
断
し
て
病
院
へ
の
救
急
搬
送
や

受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。
救
急
医
療

は
救
急
担
当
者
の
選
別
（
ト
リ
ア
ー

ジ
）
に
よ
り
、
受
診
者
の
自
由
や
要

望
を
時
に
は
制
限
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
す
。
こ
の
原
則
が
崩
れ
る
と
、

コ
ー
ヒ
ー
と
デ
ザ
ー
ト
だ
け
の
お
客

さ
ん
が
店
を
占
拠
し
フ
ル
コ
ー
ス
を

注
文
す
る
お
客
さ
ん
が
入
れ
な
く
な

る
様
に
、
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る

人
が
救
急
医
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
本
の
医
療
制
度
は
誰
で
も
ど
こ

で
も
し
か
も
安
価
に
医
療
を
受
け
ら

れ
る
優
れ
た
制
度
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
便
利
さ
が
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ビ
ニ

医
療
と
評
さ
れ
る
時
間
外
診
療
を
助

長
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
住
民
の
共

有
財
産
と
し
て
大
切
に
利
用
す
る
気

持
ち
が
救
急
医
療
の
崩
壊
を
防
ぐ
こ

と
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

＊
ご
意
見
、
ご
質
問
、
取
り
上
げ
て

欲
し
い
病
気
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

〒
３
２
９
―
１
３
１
２
　
さ
く
ら

市
桜
野
１
３
１
９
―
３
　
さ
く
ら

市
氏
家
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　
塩
谷
郡

市
医
師
会
「
養
生
の
ス
ス
メ
」
係
ま

で
お
便
り
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

塩
谷
郡
市
医
師
会
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

養
生
の
ス
ス
メ

第
13
回

救
急
医
療
の
機
能
分
化

「
救
急
医
療
の
区
分
け
を

ご
存
知
で
す
か
」

塩
谷
郡
市
医
師
会
副
会
長

阿
久
津
博
美
（
高
根
沢
町
）

◆問合せ先
町秘書広報課　広報公聴担当
1675－8102

Eメール　kouhou@town.takanezawa.tochigi.jp

「町ホームページ」に
広告を載せませんか！

◆問合せ先
町秘書広報課　広報公聴担当
1675－8102

Eメール　kouhou@town.takanezawa.tochigi.jp

「広報たかねざわ」に
広告を載せませんか！

町のうごき
平成20年５月１日現在　　前月比
世　帯　数
人　　　口
 　（内）男
  女

世帯
人
人
人

11,151
30,903
16,026
14,877

＋ ３
－38
－16
－22

町
で
は
、
公
共
交
通
計
画
（
案
）

を
作
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
次
の

と
お
り
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

６
月
27
日
（
金
）
ま
で

◆
対
象
者

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

◆
提
出
方
法

①
住
所
②
氏
名
③
ご
意
見
を
記
載

の
う
え
、
来
庁
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

担
当
宛
て
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
閲
覧
方
法

町
地
域
安
全
課
、
町
図
書
館
（
中

央
館
・
仁
井
田
分
館
・
上
高
根
沢

分
館
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

閉
庁
日
・
休
館
日
を
除
く
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

tow
n.takanezaw

a.tochigi.jp/

）

で
も
、
閲
覧
が
可
能
で
す
。

◆
提
出
・
問
合
せ
先
　

〒
３
２
９
―
１
２
９
２
　

高
根
沢
町
大
字
石
末
２
０
５
３

高
根
沢
町
地
域
安
全
課

1
６
７
５
│
８
１
１
０

5
６
７
５
│
２
４
０
９

Ｅ
メ
ー
ル

anzen@
tow
n.takanezaw

a.
tochigi.jp
高
根
沢
町
公
共
交
通
計

画（
案
）の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
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本紙は環境に配慮し再生紙と大豆油インキを
使用しています。

（6月誕生編）
※満5歳までのアイドルを募集しています。た
だし、お１人1回の掲載とさせていただいてお
ります。町秘書広報課まで電話連絡ください。
※お子様の敬称は「ちゃん」で統一させてい
ただきます。

梅
雨
の
６
月
で
す
。
じ
め
じ
め
鬱
陶

し
い
天
候
の
中
で
も
、
雨
に
映
え
る
ア

ジ
サ
イ
や
ア
ヤ
メ
な
ど
の
花
々
は
ど
こ
か

涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
ね
。

雨
降
り
の
休
日
の
過
ご
し
方
。
私
の

場
合
、
家
で
の
ん
び
り
と
過
ご
す
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
。
雨
の
日
特
有
の
薄

暗
さ
、
し
と
し
と
降
る
雨
音
が
心
地
よ

い
眠
り
を
誘
い
、
ご
ろ
ご
ろ
昼
寝
を
繰

り
返
し
て
一
日
を
過
ご
す
行
動
パ
タ
ー

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、「
夏
至
の
日
の
夜
、
８
時
か
ら

10
時
の
２
時
間
、
電
気
を
消
し
て
ス
ロ

ー
な
夜
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
る
の
は
「
１
０
０
万
人
の
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
。

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。『
ロ
ウ
ソ
ク
の
ひ
か

り
で
子
ど
も
に
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
る

の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
し
ず
か
に
恋
人
と

食
事
を
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
あ
る

人
は
省
エ
ネ
を
、
あ
る
人
は
平
和
を
、

あ
る
人
は
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

生
き
る
人
び
と
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
。

（
中
略
）
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
を
胸
に
、
た
だ
２
時
間
、
で
ん
き
を

消
す
こ
と
で
、
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
っ
て

「
く
ら
や
み
の
ウ
ェ
ー
ブ
」
を
地
球
上
に

ひ
ろ
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
』。

今
年
の
夏
至
は
６
月
21
日
の
土
曜

日
。
雨
降
り
の
休
日
を
過
ご
す
最
後
の

し
め
は
、
電
気
を
消
し
て
雨
音
を
聞
き

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
お
風
呂
に
つ
か
る
こ

と
に
し
ま
す
。

（
あ

き
）

広
報
た
か
ね
ざ
わ

６
月
号（
平
成
20
年
６
月
５
日
発
行
）
■
企
画
編
集
／
高
根
沢
町
秘
書
広
報
課
　
　
　
　
栃
木
県
塩
谷
郡
高
根
沢
町
大
字
石
末
２
０
５
３
　
1
０
２
８（
６
７
５
）８
１
０
２

宝石台
佐藤和義Q慶子さんの子
麻陽（あさひ）ちゃん　
（平成17年6月30日生）

光陽台
阿久津務Q理恵さんの子
佑奈（ゆな）ちゃん　
（平成17年6月28日生）

統計調査員等募集!
町では、国勢調査や農業センサスなど各種統計調査等に従

事していただける方を募集します。
ご応募いただいた方は町の統計調査員等候補者として登録

され、統計調査等の実施時に、調査員の仕事に従事していた
だくことになります。
（報酬は1つの統計調査につき3～5万円が平均です）
統計調査等の仕事に興味をおもちの方は、町秘書広報課へ

ご連絡ください。1675－8102




